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東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
お問い合わせ先（コールセンター）
ＴＥＬ　０１２０－１０６２１２

（営業日の９：00～17：00）
http://www.daiwa-am.co.jp/

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／国内／債券
信 託 期 間 無期限

運 用 方 針 安定した収益の確保および信託財産の着実な成長
をめざして運用を行ないます。

主 要 投 資
対 象

ベビーファンド ダイワ物価連動国債マザーファ
ンドの受益証券

ダイワ物価連動国債
マ ザ ー フ ァ ン ド

わが国の物価連動国債を中心と
する国債

マザーファンド
の 運 用 方 法

①主としてわが国の物価連動国債を中心とする国
債に投資し、わが国の物価連動国債全体のパ
フォーマンスを上回る投資成果をめざして運用を
行ないます。
②わが国の物価連動国債を中心とする国債への投
資にあたっては、以下の観点からポートフォリオ
を構築します。
イ．物価・金利分析、金融・財政政策分析、
ファンダメンタルズ分析、利回り曲線の分
析、個別銘柄の割高・割安分析等に基づいて
物価連動国債を中心とするポートフォリオを
構築します。
ロ．組み入れは原則として高位を保ちます。
③運用の効率化を図るため、債券先物取引等を利
用することがあります。このため、公社債の組入
総額ならびに債券先物取引等の買建玉の時価総額
の合計額が、信託財産の純資産総額を超えること
があります。

組 入 制 限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率

純 資 産 総 額 の
10％以下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、配
当等収益等を中心に分配します。ただし、分配対
象額が少額の場合には、分配を行なわないことが
あります。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。
ファミリーファンド方式とは、受益者からの資金をまとめてベ
ビーファンド（当ファンド）とし、その資金を主としてマザー
ファンドの受益証券に投資して、実質的な運用をマザーファンド
で行なう仕組みです。

ＤＣダイワ物価連動国債ファンド

運用報告書（全体版）
第11期

（決算日　2016年９月12日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
　さて、「ＤＣダイワ物価連動国債ファン
ド」は、このたび、第11期の決算を行ないま
した。
　ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。
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ＤＣダイワ物価連動国債ファンド

最近5期の運用実績最近5期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 ＮＯＭＵＲＡ物価連動

国債インデックス 公 社 債
組入比率

債 券
先物比率

純 資 産
総 額税込み

分配金
期 中
騰落率 (ベンチマーク) 期 中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

７期末(2012年９月10日) 11,163 0 5.7 11,344 5.0 93.1 － 639
８期末(2013年９月10日) 11,439 0 2.5 11,650 2.7 95.4 － 840
９期末(2014年９月10日) 12,288 0 7.4 12,415 6.6 99.2 － 1,309
10期末(2015年９月10日) 12,056 0 △1.9 12,158 △2.1 100.2 － 1,477
11期末(2016年９月12日) 11,625 0 △3.6 11,706 △3.7 99.0 － 1,317
（注１）ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックスは、ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックスの原指数をもとに、当ファンド設定日の前営業日を

10,000として大和投資信託が計算したものです。
「ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックス」は、野村證券が公表している指数で、野村證券の知的財産です。わが国の物価連動国債市場全体の
パフォーマンスを表す指標として、当該投資収益指数を当ファンドのベンチマークとして掲載しておりますが、野村證券は、当ファンドの運用
成果等に関し、一切責任を負うものではありません。

（注２）公社債および債券先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注３）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注４）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
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ＤＣダイワ物価連動国債ファンド

《運用経過》

基準価額等の推移について基準価額等の推移について

（注）ベンチマークは、期首の基準価額をもとに指数化したものです。

＊ベンチマークはＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックスです。
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■基準価額の主な変動要因
　主として「ダイワ物価連動国債マザーファンド」の受益証券を通じて、わが国の物価連動国債に投資
した結果、市場が予想する将来の物価上昇率（同程度の残存年数の固定利付国債と物価連動国債の利回
り差）の低下により物価連動国債価格が下落したことから、基準価額は下落しました。くわしくは「投
資環境について」をご参照ください。

■基準価額・騰落率
期　首：12,056円
期　末：11,625円
騰落率：△3.6％
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ＤＣダイワ物価連動国債ファンド

年 月 日
基 準 価 額 ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックス 公 社 債

組 入 比 率
債 券
先 物 比 率騰 落 率 (ベンチマーク) 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2015年９月10日 12,056 － 12,158 － 100.2 －

９月末 11,988 △0.6 12,137 △0.2 100.3 －
10月末 11,985 △0.6 12,142 △0.1 98.7 －
11月末 12,011 △0.4 12,034 △1.0 99.5 －
12月末 11,959 △0.8 11,981 △1.5 99.8 －

2016年１月末 11,924 △1.1 11,895 △2.2 99.6 －
２月末 11,677 △3.1 11,750 △3.4 99.4 －
３月末 11,745 △2.6 11,775 △3.1 99.0 －
４月末 11,744 △2.6 11,775 △3.1 99.3 －
５月末 11,732 △2.7 11,782 △3.1 99.4 －
６月末 11,920 △1.1 11,898 △2.1 99.7 －
７月末 11,895 △1.3 11,887 △2.2 99.4 －
８月末 11,737 △2.6 11,767 △3.2 99.0 －

（期末）2016年９月12日 11,625 △3.6 11,706 △3.7 99.0 －
（注）騰落率は期首比。
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ＤＣダイワ物価連動国債ファンド

投資環境について投資環境について

○国内物価連動国債市況
　国内長期金利は、期首より、世界的な景気減速懸念や日銀のマイナス金利政策の導入を受けて低下基
調で推移しました。しかし2016年７月末の日銀の金融政策決定会合における金融緩和の強化が市場の
期待を下回る内容であったことから金利は上昇に転じ、低下幅をやや縮小しました。
　市場が予想する将来の物価上昇率は、円高の影響を受けて低下しました。

前期における「今後の運用方針」前期における「今後の運用方針」

○当ファンド
　主として「ダイワ物価連動国債マザーファンド」の受益証券を通じて、わが国の物価連動国債に投資
し、物価連動国債市場全体のパフォーマンスを上回る投資成果をめざして運用を行ないます。
○ダイワ物価連動国債マザーファンド
　主として、わが国の物価連動国債に投資し、物価連動国債市場全体のパフォーマンスを上回る投資成
果をめざして運用を行ないます。金利・物価見通しや個別銘柄の割高・割安分析などに基づいてポート
フォリオを構築します。

ポートフォリオについてポートフォリオについて

○当ファンド
　主として「ダイワ物価連動国債マザーファンド」の受益証券を通じて、わが国の物価連動国債に投資
し、物価連動国債市場全体のパフォーマンスを上回る投資成果をめざして運用を行ないました。
○ダイワ物価連動国債マザーファンド
　主としてわが国の物価連動国債に投資し、物価連動国債市場全体のパフォーマンスを上回る投資成果
をめざして運用を行ないました。
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ＤＣダイワ物価連動国債ファンド

ベンチマークとの差異についてベンチマークとの差異について

　ベンチマーク（ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックス）の騰落率は△3.7％となりました。一方、当
ファンドの騰落率は△3.6％となりました。金利・物価見通しに基づくデュレーション調整が奏功し、ベ
ンチマークを上回る運用成績となりました。
　以下のグラフは当ファンドの基準価額とベンチマークとの騰落率の対比です。
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分配金について分配金について

　当期は、経費控除後の配当等収益が計上できなかったため、収益分配は見送らせていただきました。
　なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（１万口当り）

項 目
当 期

2015年９月11日
～2016年９月12日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―

翌期繰越分配対象額 （円） 1,765
（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以
外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額
です。

（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。
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ＤＣダイワ物価連動国債ファンド

《今後の運用方針》
○当ファンド
　主として「ダイワ物価連動国債マザーファンド」の受益証券を通じて、わが国の物価連動国債に投資
し、物価連動国債市場全体のパフォーマンスを上回る投資成果をめざして運用を行ないます。
○ダイワ物価連動国債マザーファンド
　主としてわが国の物価連動国債に投資し、物価連動国債市場全体のパフォーマンスを上回る投資成果
をめざして運用を行ないます。金利・物価見通しや個別銘柄の割高・割安分析などに基づいてポート
フォリオを構築します。



7

ＤＣダイワ物価連動国債ファンド

１万口当りの費用の明細１万口当りの費用の明細

項 目

当期

項 目 の 概 要（2015.９.11～2016.９.12）

金 額 比 率

信託報酬 51円 0.434％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は11,854円です。

（投信会社） （19） （0.163） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目
論見書・運用報告書の作成等の対価

（販売会社） （27） （0.228） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受託銀行） （5） （0.043） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用 1 0.005 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（監査費用） （1） （0.005） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合 計 52 0.440
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委

託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。
（注２）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注３）比率欄は１万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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ＤＣダイワ物価連動国債ファンド

■組入資産明細表
　親投資信託残高

種 類
期 首 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ物価連動国債マザーファンド 1,201,225 1,100,277 1,317,031
（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2016年９月12日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

ダイワ物価連動国債マザーファンド 1,317,031 99.7
コール・ローン等、その他 3,574 0.3
投資信託財産総額 1,320,605 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2016年９月12日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 1,320,605,996円

コール・ローン等 3,574,012
ダイワ物価連動国債マザーファンド(評価額) 1,317,031,984

(Ｂ) 負債 2,960,675
未払信託報酬 2,924,217
その他未払費用 36,458

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,317,645,321
元本 1,133,440,203
次期繰越損益金 184,205,118

(Ｄ) 受益権総口数 1,133,440,203口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,625円

＊期首における元本額は1,225,067,246円、当期中における追加設定元本額は
226,537,866円、同解約元本額は318,164,909円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は11,625円です。

■利害関係人との取引状況

　当期中における利害関係人との取引はありません。

■売買および取引の状況
　親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2015年９月11日から2016年９月12日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

ダイワ物価連動国債
マザーファンド 133,828 163,527 234,776 286,033

（注）単位未満は切捨て。

■損益の状況
当期　自2015年９月11日　至2016年９月12日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 195円

受取利息 758
支払利息 △        563

(Ｂ) 有価証券売買損益 △ 39,370,821
売買益 4,902,047
売買損 △ 44,272,868

(Ｃ) 信託報酬等 △  6,062,783
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 45,433,409
(Ｅ) 前期繰越損益金 19,669,598
(Ｆ) 追加信託差損益金 209,968,929

(配当等相当額) (　165,252,654)
(売買損益相当額) (　 44,716,275)

(Ｇ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 184,205,118
次期繰越損益金(Ｇ) 184,205,118
追加信託差損益金 209,968,929
(配当等相当額) (　165,252,654)
(売買損益相当額) (　 44,716,275)
分配準備積立金 34,910,800
繰越損益金 △ 60,674,611

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注３）収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 0円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(ｃ) 収益調整金 165,252,654
(ｄ) 分配準備積立金 34,910,800
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 200,163,454
(ｆ) 分配金 0
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 200,163,454
(ｈ) 受益権総口数 1,133,440,203口
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<補足情報>
　当ファンド（ＤＣダイワ物価連動国債ファンド）が投資対象としている「ダイワ物価連動国債マザーファンド」の
決算日（2016年３月10日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますので、当ファンドの決算日（2016年９月
12日）現在におけるダイワ物価連動国債マザーファンドの組入資産の内容等を９ページに併せて掲載いたしました。

■ダイワ物価連動国債マザーファンドの主要な売買銘柄
　公　社　債

（2015年９月11日から2016年９月12日まで）

買 付 売 付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
21 物価連動国債 0.1% 2026/3/10 314,697
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
　下記は、2016年９月12日現在におけるダイワ物価連動国債マザーファンド（8,711,455千口）の内容です。

(1) 国内（邦貨建）公社債（種類別）

区 分
2016年９月12日現在

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 うちＢＢ格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 9,800,000 10,325,339 99.0 － 99.0 － －
（注１）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注２）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

(2) 国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
2016年９月12日現在

区 分 銘 柄 年 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日
％ 千円 千円

国債証券 17 物価連動国債 0.1000 3,000,000 3,184,245 2023/09/10
18 物価連動国債 0.1000 4,800,000 5,067,571 2024/03/10
19 物価連動国債 0.1000 1,200,000 1,241,215 2024/09/10
20 物価連動国債 0.1000 500,000 519,459 2025/03/10
21 物価連動国債 0.1000 300,000 312,849 2026/03/10

合 計 銘 柄 数 5銘柄
金 額 9,800,000 10,325,339

（注）単位未満は切捨て。
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http://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ物価連動国債マザーファンド

運用報告書　第11期（決算日　2016年３月10日）

（計算期間　2015年３月11日～2016年３月10日）

ダイワ物価連動国債マザーファンドの第11期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保および信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 わが国の物価連動国債を中心とする国債

運 用 方 法

①主としてわが国の物価連動国債を中心とする国債に投資し、わが国の物価連動国債全体のパ
フォーマンスを上回る投資成果をめざして運用を行ないます。
②わが国の物価連動国債を中心とする国債への投資にあたっては、以下の観点からポートフォリ
オを構築します。
イ．物価・金利分析、金融・財政政策分析、ファンダメンタルズ分析、利回り曲線の分析、個
別銘柄の割高・割安分析等に基づいて物価連動国債を中心とするポートフォリオを構築しま
す。
ロ．組み入れは原則として高位を保ちます。
③運用の効率化を図るため、債券先物取引等を利用することがあります。このため、公社債の組
入総額ならびに債券先物取引等の買建玉の時価総額の合計額が、信託財産の純資産総額を超える
ことがあります。

株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下



11

ダイワ物価連動国債マザーファンド

年 月 日
基 準 価 額 ＮＯＭＵＲＡ物価連動

国債インデックス 公 社 債
組入比率

債券先物
比 率騰落率 (参考指数) 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
(期首)2015年３月10日 12,371 － 11,781 － 95.8 －

３月末 12,402 0.3 11,740 △0.4 96.2 －
４月末 12,504 1.1 11,766 △0.1 97.0 －
５月末 12,404 0.3 11,783 0.0 99.2 －
６月末 12,397 0.2 11,806 0.2 99.6 －
７月末 12,375 0.0 11,823 0.4 99.6 －
８月末 12,320 △0.4 11,809 0.2 99.6 －
９月末 12,294 △0.6 11,808 0.2 99.7 －
10月末 12,295 △0.6 11,813 0.3 98.8 －
11月末 12,326 △0.4 11,707 △0.6 99.5 －
12月末 12,278 △0.8 11,656 △1.1 99.7 －

2016年１月末 12,246 △1.0 11,572 △1.8 99.3 －
２月末 11,996 △3.0 11,431 △3.0 99.4 －

(期末)2016年３月10日 12,019 △2.8 11,450 △2.8 99.5 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックスは、ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債イ

ンデックスの原指数をもとに、当ファンド設定日の前営業日を10,000と
して大和投資信託が計算したものです。
「ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックス」は、野村證券が公表している
指数で、野村證券の知的財産です。わが国の物価連動国債市場全体のパ
フォーマンスを表す指標として、当該投資収益指数を当ファンドの参考指
数として掲載しておりますが、野村證券は、当ファンドの運用成果等に関
し、一切責任を負うものではありません。

（注３）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注４）債券先物比率は買建比率－売建比率です。

■当期中の基準価額と市況の推移

11,600

11,800

12,000

12,200

12,400

12,600

期　末
（2016.３.10）

期　首
（2015.３.10）

（円）

基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：12,371円　期末：12,019円　騰落率：△2.8％
【基準価額の主な変動要因】
　主として、わが国の物価連動国債に投資した結果、市場が予想する
将来の物価上昇率（同程度の残存年数の固定利付国債と物価連動国債
の利回り差）の低下による物価連動国債価格の下落を主因として、基
準価額は下落しました。
◆投資環境について
○国内物価連動国債市況
　国内長期金利は、良好な需給環境を背景に期首から2015年４月

下旬にかけて低下したものの、５月以降は欧米の長期金利の上昇に
連れて上昇しました。７月以降は、中国をはじめとする世界的な景
気減速懸念などを背景に低下基調となりました。2016年１月下旬
には、日銀がマイナス金利の導入を決定したことを受けて、長期金
利は一段と低下しました。
　市場が予想する将来の物価上昇率は、原油価格の下落、世界的な
景気減速懸念を背景に大きく低下しました。

◆前期における「今後の運用方針」
　主として、わが国の物価連動国債に投資し、物価連動国債全体の
収益率を上回る投資成果をめざして運用を行ないます。金利・物価
見通しや個別銘柄の割高・割安分析などに基づいてポートフォリオ
を構築します。
◆ポートフォリオについて
　主として、わが国の物価連動国債に投資し、物価連動国債全体のパ
フォーマンスを上回る投資成果をめざして運用を行ないました。期末
においては、割安と判断した物価連動国債の17回債と18回債を中心
としたポートフォリオとしました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設け
ておりません。
　当期の当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率は、「当期中の基
準価額と市況の推移」をご参照ください。
　参考指数は国内の物価連動国債市場の動向を表す代表的な指数とし
て掲載しております。

《今後の運用方針》
　主として、わが国の物価連動国債に投資し、物価連動国債全体のパ
フォーマンスを上回る投資成果をめざして運用を行ないます。金利・物
価見通しや個別銘柄の割高・割安分析などに基づいてポートフォリオを
構築します。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 ―円
有価証券取引税 ―
その他費用 ―

合　　計 ―
（注）費用の項目および算出法については前掲の「１万口当りの費用の明細」の項

目の概要をご参照ください。

 ■売買および取引の状況
　公　社　債

（2015年３月11日から2016年３月10日まで）
買 付 額 売 付 額

国
内

千円 千円
国債証券 2,179,754 109,722

( －)
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）(　 )内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）単位未満は切捨て。
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■主要な売買銘柄
　公　社　債

（2015年３月11日から2016年３月10日まで）
当 期

買 付 売 付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
18 物価連動国債 0.1% 2024/3/10 1,207,143 17 物価連動国債 0.1% 2023/9/10 109,722
20 物価連動国債 0.1% 2025/3/10 535,999
17 物価連動国債 0.1% 2023/9/10 221,049
19 物価連動国債 0.1% 2024/9/10 215,561
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）単位未満は切捨て。

(2) 国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
当 期 末

区 分 銘 柄 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日
％ 千円 千円

国債証券 17 物価連動国債 0.1000 3,000,000 3,196,618 2023/09/10
18 物価連動国債 0.1000 4,800,000 5,084,882 2024/03/10
19 物価連動国債 0.1000 1,200,000 1,253,345 2024/09/10
20 物価連動国債 0.1000 500,000 523,272 2025/03/10

合計 銘柄数 4銘柄
金 額 9,500,000 10,058,119

（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
(1) 国内（邦貨建）公社債（種類別）
作 成 期 当 期 末

区 分 額面金額 評 価 額 組入比率
うちＢＢ
格 以 下
組入比率

残存期間別組入比率
５年以上２年以上２年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 9,500,000 10,058,119 99.5 － 99.5 － －
（注１）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注２）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2016年３月10日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

公社債 10,058,119 99.5
コール・ローン等、その他 46,909 0.5
投資信託財産総額 10,105,028 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■損益の状況
当期　自2015年３月11日　至2016年３月10日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 9,650,449円

受取利息 9,650,449
(Ｂ) 有価証券売買損益 △ 313,051,640

売買損 △ 313,051,640
(Ｃ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △ 303,401,191
(Ｄ) 前期繰越損益金 1,660,734,001
(Ｅ) 解約差損益金 △ 157,665,811
(Ｆ) 追加信託差損益金 497,685,321
(Ｇ) 合計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,697,352,320

次期繰越損益金(Ｇ) 1,697,352,320
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2016年３月10日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 10,105,028,050円

コール・ローン等 46,909,000
公社債(評価額) 10,058,119,050

(Ｂ) 負債 －
(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 10,105,028,050

元本 8,407,675,730
次期繰越損益金 1,697,352,320

(Ｄ) 受益権総口数 8,407,675,730口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,019円

＊期首における元本額は7,004,388,210円、当期中における追加設定元本額は
2,083,344,790円、同解約元本額は680,057,270円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、日本物
価連動国債ファンド7,162,818,446円、いばらきみらいファンド201412　
135,844,852円、ＤＣダイワ物価連動国債ファンド1,109,012,432円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は12,019円です。
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